
鶴
岡
市
と
三
川
町
の
ゴ

ミ
処
理
問
題
に
つ
い
て
、

鶴
岡
市
の
見
解
が

日
、

12

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

市
は
「
事
務
受
託
は
当

面
の
措
置
」
と
主
張

市
の
見
解
で
は
、
市
町

村
合
併
の
経
過
を
説
明
し

た
上
で
「
ゴ
ミ
処
理
と
消

防
に
つ
い
て
、
２
市
町
の

協
議
を
経
て
、
町
独
自
で

業
務
を
処
理
す
る
体
制
が

整
う
ま
で
の
間
の
当
面
の

措
置
と
し
て
」
受
託
し
た

と
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
三
川
町
が
自
立

を
選
択
し
た
こ
と
を
前
提

と
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理

の
方
針
に
つ
い
て
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

き
た
か
」
「
鶴
岡
市
が
求

め
る
自
治
体
の
自
立
を
前

提
と
し
た
一
般
廃
棄
物
処

理
の
方
針
を
検
討
す
る
こ

と
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な

い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
三

川
町
に
「
合
併
せ
ず
に
自

立
を
選
択
し
た
か
ら
ゴ
ミ

処
理
も
自
分
で
考
え
る
べ

き
」
と
の
見
解
を
示
し
て

い
ま
す
。

市
の
主
張
は
「
協
議
済

み
事
項
の
蒸
し
返
し
」

三
川
町
の
一
般
廃
棄
物

処
理
の
事
務
受
託
は
、
協

定
書
を
交
わ
し
た
平
成
19

年
の
時
点
で
議
論
し
尽
く

し
た
問
題
で
あ
り
、
期
限

に
つ
い
て
も
設
け
な
い
と

結
論
づ
け
ま
し
た
。

当
時
の
市
議
会
で
の
市

長
答
弁
や
協
定
書
の
中

に
、
「
当
面
の
措
置
」
と

か
「
期
限
付
き
」
と
い
う

文
言
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
、
ゴ
ミ
処
理
の
一

部
事
務
組
合
の
解
散
に
は

三
川
町
議
会
の
議
決
が
必

要
で
し
た
。

新
し
い
処
理
施
設
の
建

設
に
合
併
特
例
債
を
使
う

と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、

鶴
岡
市
が
事
務
組
合
解
散

の
議
決
を
三
川
町
に
要
請

し
、
受
委
託
が
「
期
限
な

し
」
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
解

散
が
成
立
し
ま
し
た
。

今
に
な
っ
て
鶴
岡
市
が

「
当
面
の
措
置
」
だ
っ
た

と
言
っ
て
、
三
川
町
と
の

協
議
も
合
意
も
無
く
、「
事

務
受
託
の
継
続
は
困
難
」

と
す
る
こ
と
は
事
実
経
過

に
反
し
ま
す
。

鶴
岡
市
が
求
め
て
い
る

こ
と
は
、
既
に
協
議
済
み

の
こ
と
を
蒸
し
返
し
て
い

る
だ
け
で
す
。

国
は
広
域
処
理
を
推

進
、
県
内
に
単
独
処
理

な
しゴ

ミ
処
理
の
新
た
な
問

題
と
し
て
、
焼
却
炉
の
建

て
替
え
や
最
終
処
分
場
の

建
設
が
あ
り
ま
す
。

両
施
設
で
百
数
十
億
円

の
費
用
が
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

市
の
見
解
で
は
、
「
こ

う
し
た
施
設
整
備
に
要
す

る
経
費
が
極
め
て
多
額
に

上
り
、
市
民
の
負
担
も
大

き
い
こ
と
か
ら
…
…
ゴ
ミ

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は

慎
重
に
対
応
し
た
い
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

国
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
や
コ
ス
ト
削
減
を
理

由
に
広
域
処
理
を
推
進
し

て
お
り
、
全
国
の
市
町
村

の

％
が
一
部
事
務
組
合

97
や
受
委
託
に
よ
る
共
同
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
ゴ
ミ
焼
却
施

設
は
８
処
理
区
で
運
営
さ

れ
、
市
町
村
単
独
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
処
理
は
そ
も
そ
も

広
域
処
理
す
べ
き
で
、
小

規
模
町
村
に
「
自
ら
行
う

も
の
」
と
求
め
る
こ
と
に

道
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
川
町
も
応
分
の
負
担

を
表
明
し
て
お
り
、
鶴
岡

市
と
し
て
は
歓
迎
す
べ
き

こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
新
施
設
整
備
の

問
題
や
費
用
負
担
等
の
問

題
は
、
両
市
町
間
で
協
議

す
べ
き
で
す
。

「
三
川
町
が
依
存
」
は

歪
ん
だ
と
ら
え
方

見
解
で
は
、「
『
委
託
』

と
い
う
形
で
依
存
し
続
け

８
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
中
、
…
…
『
自
立
し
た

自
治
体
と
し
て
』
…
…
三

川
町
当
局
の
基
本
姿
勢
を

問
い
か
け
る
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
三
川
町
が
「
依

存
」
し
て
い
る
と
の
見
方

は
、
ゴ
ミ
処
理
の
受
委
託

と
い
う
自
治
体
間
の
関
係

を
歪
め
た
と
ら
え
方
で

す
。住

民
が
２
度
の
町
長
選

挙
で
自
立
の
道
を
選
び
、

合
併
か
ら
離
脱
し
た
も
の

で
あ
り
、
最
大
限
尊
重
さ

れ
る
べ
き
で
す
。

自
治
体
の
自
立
と
自
治

体
間
の
協
力
共
同
と
は
矛

盾
し
ま
せ
ん
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

風
力
発
電
、
林
業
・
住
宅
産
業
の
振
興

建
築
と
し
て
、
地
域
経
済
振
興
に
大
き

な
効
果
が
上
が
り
ま
し
た
。
市
の
施
策

を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者

の
方
々
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

故
郷
の
木
の
力
が
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い

校
舎
が
、
子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
豊
か

に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▽

日
、
田
川
建
設
労
働
組
合
大
工
部

14
会
総
会
・
懇
親
会
に
出
席
。
「
地
場
産

材
・
地
元
業
者
に
よ
る
住
宅
建
設
施
策

の
推
進
と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
一
刻
も

早
い
終
結
を
」
の
挨
拶
を
お
こ
な
っ
た

と
こ
ろ
、
懇
親
会
で
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
「
そ
の
通
り
だ
！
」
と
大
歓
迎
さ
れ

ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽

日
、
三
瀬
か
ら
山
五
十
川
に
か
け

11
て
の
山
間
部
に
計
画
さ
れ
て
い
る
風
力

発
電
事
業
の
説
明
会
に
出
席
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
は
、
極
め
て
重

要
な
課
題
で
す
が
、
地
域
振
興
に
つ
な

が
り
、
環
境
と
調
和
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
地
元
の
大
き
な
期

待
に
応
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
希
少
動
植
物
の
生
息
や
、
ラ
ム
サ

ー
ル
登
録
の
上
池
・
下
池
の
渡
り
鳥
飛

行
ル
ー
ト
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
環
境
面
で
の
課
題
の
慎
重
な
検

討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▽

日
、
朝
日
中
学
校
竣
工
式
・
祝
賀

12
会
に
出
席
。
鶴
岡
市
最
大
の
木
造
公
共

新しい焼却炉の建設が計画されている
鶴岡市クリーンセンター



東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
2月10日入札分

・池苗代３号線道路改良工事（債務負担行為）（添川地内）
板垣建設（有） 2,780,000円（3,349,000円）工期～6/30（落札率83.0％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月10日入札分

・播磨中京田線道路改良工事（債務負担行為）（中京田地内）
丸栄工務（有） 1,550,000円（1,800,000円）工期～5/27（落札率86.1％）
・青龍寺中橋線表層改良工事（債務負担行為）（青龍寺地内）
笠原建設工業（株） 4,100,000円（4,275,000円）工期～5/27（落札率95.9％）

鶴
岡
市
農
業
委
員
会

（
三
浦
伸
一
会
長
）
主
催

の
農
業
者
等
と
の
意
見
交

換
会
が
９
日
開
か
れ
、
市

農
業
委
員
と
、
佐
藤
農
林

水
産
部
長
を
は
じ
め
と
し

た
担
当
課
職
員
、
市
認
定

農
業
者
会
役
員
、
鶴
岡
市

農
協
・
庄
内
た
が
わ
農
協

の
青
年
部
・
女
性
部
役
員

や
、
市
議
会
か
ら
産
業
建

設
常
任
委
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

第
１
部
で
は
山
形
大
学

農
学
部
の
金
成
学
（
キ
ム

・
ソ
ン
ガ
ク
）
教
授
が
「
国

際
時
代
に
お
け
る
日
本
農

業
～
コ
メ
を
中
心
に
～
」

と
題
し
て
講
演
し
、
第
２

部
で
は
「
鶴
岡
農
業
の
今

後
の
方
向
性
」
を
テ
ー
マ

に
３
つ
の
課
題
で
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
①

農
産
物
輸
出
の

可
能
性
」で
は
、

「
個
人
で
は
取

り
組
め
な
い
。

農
協
組
織
な
ど

の
支
援
体
制
が

必
要
」
「
海
外

か
ら
の
観
光
客

へ
の
働
き
か
け

も
大
切
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

「
②
地
元
農
産
物
の
利

用
拡
大
」
で
は
、
特
に
学

校
給
食
に
つ
い
て
「
作
り

手
の
多
い
作
物
は
、
注
文

数
量
が
少
な
い
な
ど
課
題

が
あ
る
」
「
献
立
が
３
ヶ

月
前
に
決
ま
り
、
出
荷
時

期
の
調
整
が
困
難
」
な
ど

の
課
題
が
示
さ
れ
る
一

方
、
市
の
武
田
農
政
課
長

は
「
市
と
し
て
、
玉
ね
ぎ

栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検

討
し
て
お
り
、
乾
燥
・
貯

蔵
な
ど
の
課
題
を
研
究
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
③
担
い
手
対
策
」
に

つ
い
て
で
は
、
温
海
や
朝

日
の
農
業
委
員
か
ら
中
山

間
地
域
で
の
農
業
維
持
の

現
状
と
課
題
が
報
告
さ
れ

た
他
、
「
共
同
乾
燥
施
設

の
再
編
計
画
の
際
は
飼
料

用
米
施
設
の
整
備
を
し
て

ほ
し
い
」
「
中
山
間
地
直

接
支
払
を
充
実
さ
せ
て
ゆ

く
こ
と
が
大
切
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
第
１
部
）
８
日
、
勤

労
者
会
館
で
第

回
総
会

13

を
開
催
、
「
日
本
共
産
党

の
『
国
民
連
合
政
府
構
想
』

を
支
持
し
、
革
新
懇
の
『
三

の
共
同
目
標
』
に
基
づ
く

情
勢
学
習
に
取
り
組
む
」

の
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。
世
話
人
と
事
務
局
を

選
出
。
新
事
務
局
長
は
共

立
社
労
組
の
梅
木
威
さ
ん

で
す
。

歴
代
首
相
と
比
べ
最
悪
」

と
断
罪
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」

は
「
大
企
業
の
内
部
留
保

が
史
上
最
高
」
だ
が
「
経

済
成
長
マ
イ
ナ
ス
」
「
日

銀
金
利
マ
イ
ナ
ス
」
「
勤

労
者
の
実
質
賃
金
マ
イ
ナ

ス
」
で
「
暮
ら
し
へ
の
経

済
的
成
果
が
全
く
な
い
」。

外
交
で
は
「
第
１
次
・

第
２
次
世
界
大
戦
で
闘
っ

た
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス

は
、
Ｅ
Ｕ
で
共
同
行
動
を

と
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
い
る
」
現
実
と

比
較
し
、
安
倍
首
相
の
中

・
韓
首
脳
会
談
は
「
形
式

的
で
中
身
が
な
い
」
と
。

尖
閣
諸
島
や
北
方
領
土

で
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条

約
」
「
日
ソ
共
同
宣
言
」

を
踏
ま
え
た
日
本
外
交
の

問
題
点
を
指
摘
し
ま
し

た
。講

演
の
途
中
で
、
参
加

者
の
歴
史
認
識
を
「
挙
手

で
確
認
」
す
る
手
法
に
会

場
は
盛
り
上
が
り
、
質
問

・
意
見
が
多
数
出
さ
れ
ま

し
た
。

ネ
ッ
ト
情
報
で
参
加
さ

れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
１

８
３
名
が
参
加
。
（
酒
田

名
）

21
（
第
３
部
）
４
時
半
「
講

師
を
囲
ん
で
鱈
汁
会
」「
き

ぶ
ん
や
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
鱈
子
お
握
り
」
に
「「
オ
！

旨
い
！
」
。
講
師
は
質
問

攻
め
で
食
べ
る
暇
な
し
。

（

名
）

41

（
笹
山
一
夫
）

日
、
鶴
岡
市
立
朝
日

12
中
学
校
（
尾
﨑
稔
校
長
）

の
竣
工
式
・
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
老
朽
化
に
伴

い
、
朝
日
村
時
代
か
ら
改

築
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
市
町
村
合
併
に
よ

り
少
し
遅
れ
た
改
築
と
な

り
ま
し
た
。

校
舎
は
木
造
２
階
建

（
一
部
鉄
骨
使
用
）
で
木

材
の
温
も
り
と
香
り
が
漂

う
開
放
感
の
あ
る
学
校
と

な
り
ま
し
た
。

生
徒
は
今
年
度
か
ら
新

校
舎
で
学
ん
で
い
ま
し

た
。
昨
年

月
に
グ
ラ
ン

11

ド
も
完
成
し
全
工
事
が
終

了
し
ま
し
た
。

竣
工
式
に
は
、
生
徒
・

教
職
員
・
地
域
の
関
係
者

な
ど
２
６
０
人
が
参
加
。

式
辞
・
来
賓
あ
い
さ
つ
等

の
後
、
生
徒
全
員
の
校
歌

合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

竣
工
祝
賀
会
は
、
明
日

に
掛
け
る
橋
実
行
委
員
会

（
難
波
金
一
会
長
）
の
主

催
で
行
わ
れ
、
「
越
中
山

神
楽
（
写
真
）
」「
朝
日

祥
雲
御
山
太
鼓
」
な
ど
で

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

関
徹
県
議
、
加
藤
太
一

市
議
が
来
賓
と
し
て
出
席

し
ま
し
た
。

（
第
２
部
）

２
時
か
ら
元
外

務
省
情
報
局
長

・
孫
崎
享
さ
ん

の
講
演
。

演
題
「
戦
争

と
テ
ロ
／
世
界

と
日
本
＝
ゼ
ニ

を
ば
ら
撒
く
安

倍

外

交

を

問

う
」
と
盛
り
沢

山
の
内
容
。

孫
崎
さ
ん
は

「
安
倍
首
相
は

講演を行う山形大学の金教授


